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出会い系アプリの罠に注意

インターネットは、「⼈と⼈」「⼈ともの」「⼈と情報」など、あらゆるものを結びつ
ける道具となっています。この道具を上⼿に使えば、ワクワクするような素敵な⼈や
⼈⽣を左右するようなすばらしい出会いがあるかもしれません。しかし、⼀⽅では「望
まない出会い」を⽣んでしまうことがあります。

インターネットという道具を使いこなすには、危険な⽬に遭わないための法律の整
備や、先⼈の知恵をみんなで共有することが不可⽋ですが、この道具の進歩のスピー
ドが著しく、⼗分に対応できていない状況です。

そこで、危険性を少しでも減らし、⾃分の⾝を守っていくために、インターネット
という道具を使いこなす上での注意点の⼀つとして、「出会い系アプリ」について紹介
します。

「出会い系サイト規制法（インターネット異性紹介事業を利⽤して児童を誘引する
⾏為の規制等に関する法律）」により、未成年者が「出会い系サイト」を利⽤すること
は禁⽌されています。

ところが、近年スマートフォンのアプリにおいて、同様の機能を持つものが現れ、
中⾼⽣にも利⽤が拡⼤し、誰にも相談できないまま被害にあう⼦どもが後を絶たない
ことが問題となっています。

例えば、「楽しくチャットをしていたのに、急にエッチなことを⾔われるようになっ
て困っている。」「未成年であることをばらすぞと脅された。」「仲良くなったのでうっ
かり連絡先を教えたところ、知らない⼈からどんどん電話が来たり、変な写真が勝⼿
に届くようになってウザい。」というケースがあります。

⾃分の⾝を守り道具を使いこなすとは、このようなアプリの利⽤をすぐに⽌めるこ
とです。中には知らずにＧＰＳの位置情報を発信するものもありますので、アンイン
ストールすることをおすすめします。

また、保護者や学校の先⽣などの⼤⼈と相談し、これらの危険をうまく避けたりコ
ントロールできるように、少しずつインターネットという道具の使い⽅をマスターし
ていってください。

学校の先⽣、保護者の⽅へ
⼦どもたちがスマートフォンで、どんなアプリを利⽤しているかチェックして

みましょう。そのアプリはどのような⽬的で使おうとしているのか、危険性はな
いか、どのようにコントロールすればよいか⼗分に話し合うことが必要です。
⼦どもたちを危険から守るのは、私たちの仕事です。御⾃⾝が相談に応えきれ

なくなった場合は、最寄りの機関に相談して助⾔をもらいましょう。



スマートフォンにおける「出会い系アプリ、ＳＮＳ系アプリ」の例
（これらは⼀例です。⼦どもたちとの話し合いに活⽤してください。）

スマとも 近くにいる⼈と簡単にチャットできる

らくがきライブ ランダムに選ばれた相⼿と⼿書きチャットできる

⻫藤さん 不特定の⼈と電話できる

ひまなう！ LINE、カカオトーク、Skype等のチャット友達を探せる

ぎゃるる 近くにいる⼈を表⽰しチャットできる

ラブ・レーダー ⾃分の周りの同じ⽬的の⼈の位置を探せる

マジカルメール 性別、地域、好きなものを指定してメールできる

omiai Facebookを活⽤して理想の相⼿を検索し連絡が取れる

LUCY 近所に住んでたり同じ趣味の友達が探せる

ドキドキ郵便箱 ボトルメール、送信先を国内、男性、⼥性等選べる

HelloBird メールが届き⾒知らぬ相⼿とコミュニケーション

Cubieメッセンジャー 絵を描いてメッセージを送信できる

※ これまでは、携帯電話番号やメールアドレスを⾒知らぬ他⼈に教えることは危
険であると⼦どもたちに指導してきましたが、スマートフォンの登場により、カ
カオトーク、LINE、commなどのメールや通話ができるアプリの利⽤が普及して
います。これらのID等も、⼗分に個⼈情報として機能しますので、注意を喚起す
るように指導してください。


